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都
農
業
会
議
は
、
11
月
16
日
に

農
業
委
員
会
長
・
区
市
町
村
主
管

課
長
お
よ
び
学
識
経
験
者
・
農
業

団
体
会
員
74
人
の
出
席
を
得
て
、

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
平
成
31
年
度
農
業

会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
お
よ
び

会
費
額
な
ど
を
説
明
し
、
来
年
度

も
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
新
農

地
制
度
説
明
会
の
開
催
状
況
、
農

地
法
（
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
の
内

部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る
取

扱)
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法(
相
続
未
登
記
農
地
等
の

利
用
促
進
）
の
一
部
改
正
な
ど
の

概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

あいさつをする青山会長

平
成
31
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
を
協
議

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
開
く

あ　

ぜ　

み　

ち

　

と
ん
ち
で
知
ら
れ
る
一
休

和
尚
は
、
狂
雲
集
に
「
小
欲

知
足
」
す
な
わ
ち
「
欲
望
を

抑
え
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
を

知
る
」
と
説
い
た
◆
イ
ソ
ッ

プ
寓
話
集
で
は
、「
欲
張
り
な

犬
、
楽
を
し
よ
う
と
す
る
ロ

バ
、
働
か
な
い
キ
リ
ギ
リ
ス
、

ウ
ソ
の
か
た
ま
り
金
の
斧
」

な
ど
欲
に
き
り
が
な
い
話
が

次
々
に
出
て
く
る
◆
登
山
で

は
、
汗
に
ま
み
れ
て
背
負
っ

た
テ
ン
ト
で
寝
て
、
食
料
で

腹
を
満
た
し
、
天
候
の
急
変

に
も
自
己
責
任
で
行
動
す
る

◆
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
地
域
で

は
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
間

に
合
わ
せ
る
◆
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
不
便
や
不

足
の
中
で
経
験
と
知
恵
を
駆

使
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
◆
そ
こ
か
ら
達
成
感
や
満

足
感
と
い
っ
た
喜
び
を
得
ら

れ
る
◆
都
市
農
業
者
の
長
年

の
声
が
、
特
定
生
産
緑
地
制

度
や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化

法
な
ど
を
創
設
し
た
。
合
理

性
・
経
済
性
・
生
産
性
の
み

で
は
評
価
で
き
な
い
都
市
農

業
と
農
地
保
全
の
た
め
の
法

と
税
体
制
が
整
っ
た
。

農業委員など約290人が参加した

　

都
農
業
会
議
は
、

10
月
30
日
に
府
中

市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
て
農
業
委

員

会

活

動

推

進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

き
、
都
内
の
農
業

委
員
な
ど
約
２
９
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
吉
川
副
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
本
会
か
ら
近
年
の

都
市
農
地
制
度
を
巡
る
情
勢
や

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

次
に
農
業
委
員
会
活
動
の
事

例
と
し
て
、
武
蔵
野
市
、
小
平
市
、

東
村
山
市
の
農
業
委
員
会
か
ら

新
た
な
都
市
農
地
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
で
は
、
新
た
な
農
地

制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
、
ほ

ぼ
全
て
の
生
産
緑
地
所
有
者
が

参
加
し
、
不
参
加
の
所
有
者
に

対
し
て
も
周
知
活
動
を
続
け
て

い
く
と
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
村
山
市
は
、
い
ち
早
く

実
施
し
た
生
産
緑
地
の
下
限
面

積
の
引
き
下
げ
や
追
加
指
定
対

象
農
地
の
拡
大
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
摩
市
か
ら
は
市
民

に
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
活
動
、
清
瀬
市
で
は
市
議

会
議
員
と
の
連
携
活
動
、
東
久

留
米
市
か
ら
は
農
業
振
興
計
画

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

と
と
し
た
。

２
．
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

　

①
共
有
持
分
の
過
半
を
有
す

る
者
の
同
意
で
足
り
る
利
用
権

の
設
定
の
存
続
期
間
を
５
年
か

ら
20
年
に
延
長
し
た
。

　

②
共
有
持
分
の
２
分
の
１
以

上
を
確
知
で
き
な
い
所
有
者
不

明
農
地
に
つ
い
て
、
相
続
人
の

ひ
と
り
が
農
地
中
間
管
理
機
構

に
貸
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

農
業
委
員
会
の
探
索
・
公
示
手

続
を
経
て
、
不
明
な
所
有
者
の

同
意
を
得
た
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
制
度
を
創
設
し
た
。

　

本
年
５
月
11
日
に
参
議
院
に

て
可
決
・
成
立
し
た
農
地
法
お

よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
が
、
11
月
16
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

１
．
農
地
法

　

農
作
物
栽
培
高
度
化
施
設
の

設
置
に
お
い
て
農
地
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
覆
う
行
為
を
農
地

転
用
に
は
該
当
し
な
い
措
置
を

創
設
し
、
固
定
資
産
税
お
よ
び

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
に
お
い

て
も
農
地
と
し
て
取
り
扱
う
こ

農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
施
行
さ
れ
る

東
京
都
農
業
会
議
情
報
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第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

　

10
月
17
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。

報
告

　

①
経
過
報
告
と
、
当
面
の
会

議
開
催
計
画
を
報
告
②
９
月
の

農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
の
農

地
転
用
許
可
状
況
を
東
京
都
か

ら
報
告
し
、
③
平
成
30
年
度
顕

彰
事
業
の
推
薦
状
況
と
し
て
、

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
お
よ
び

農
業
後
継
者
顕
彰
事
業
推
薦
農

家
の
経
営
状
況
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

協
議

　

①
平
成
31
年
度
東
京
都
農
業

会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
に
つ

い
て
、
11
月
16
日
開
催
の
第
２

回
事
業
推
進
協
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
②
当
面

の
農
政
問
題
と
し
て
、
農
作
物

栽
培
高
度
化
施
設
の
基
準
等
の

概
要
、
平
成
31
年
度
農
林
水
産

省
概
算
要
求
等
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

　

11
月
16
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
会
議
室
で
第
２
回
事
業
推

進
協
議
会
終
了
後
に
開
催
し
ま

し
た
。

報
告

　

①
経
過
報
告
と
、
当
面
の
会

議
開
催
計
画
を
報
告
②
10
月
の

農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
の
農

地
転
用
許
可
状
況
を
東
京
都
か

ら
報
告
し
、
③
11
月
の
農
地
中

間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利
用

配
分
計
画
の
決
定
及
び
使
用
収

益
権
の
設
定
を
本
会
が
報
告
し

ま
し
た
。

協
議

　

①
第
58
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
受
賞
者
お
よ
び
②
第

38
回
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業
受

賞
者
に
つ
い
て
、
東
京
都
農
業

会
議
会
長
賞
受
賞
者
お
よ
び
特

別
賞
候
補
者
を
決
定
し
、
特
別

賞
候
補
者
は
東
京
都
お
よ
び
全

国
農
業
会
議
所
に
申
請
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
企
業
的
農
業
経
営
顕

彰
事
業
な
ら
び
に
後
継
者
顕
彰

事
業
の
各
受
賞
者
の
表
彰
は
平

成
31
年
２
月
22
日
昭
島
市
民
会

館
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会
記
念
行
事
で
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
、
農
地

部
会
長
研
究
集
会
を
開
き
、
都
内

の
農
地
部
会
長
な
ど
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
集
会
は
、
昨
年
の
生
産

緑
地
法
の
改
正
、
本
年
の
特
定
生

産
緑
地
制
度
お
よ
び
都
市
農
地
貸

借
円
滑
化
法
の
施
行
、
生
産
緑
地

の
主
た
る
従
事
者
証
明
の
要
件
緩

和
な
ど
を
受
け
、
新
た
な
都
市
農

地
制
度
全
般
に
つ
い
て
、
研
究
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
初
に
農
林
水
産
省

都
市
農
業
室
の
高
橋
正
智
課
長
補
佐

が
、
都
市
農
業
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
瑞

穂
町
に
て
女
性
農
業
委
員
等
研
修

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
初
に
武
蔵
村
山
市

農
委
会
の
田
代
敏
夫
会
長
が
農
委

　

区
市
町
農
業
委
員
会
の
経
営

部
会
長
ら
約
30
人
が
参
加
し
、

認
定
農
業
者
の
支
援
に
つ
い
て

研
究
し
ま
し
た
。

　

室
内
研
修
で
は
、
昨
年
度
発

足
し
た
東
大
和
市
認
定
農
業
者

協
議
会
の
会
長
で
あ
る
岩
田
高

雄
氏
か
ら
組
織
化
の
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
田
氏
な
ら
び
に
意

欲
的
な
農
業
後
継
者
で
あ
る
橋

本
翔
吾
さ
ん
の
野
菜
生
産
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
た
び
東

大
和
市
に
お
い
て
農
業
委
員
会

経
営
関
係
部
会
長
研
究
集
会
を

開
き
ま
し
た
。

会
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
、
同
市

農
業
委
員
の
安
彦
祥
子
委
員
か

ら
、
自
身
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
農
委

会
と
の
連
携
活
動
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

次
に
瑞
穂
町
農
委
会
（
上
野
勝

会
長
）
か
ら
新
規
就
農
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、

上
野
会
長
の
経
営
す
る
「
た
ま
ご

工
房
う
え
の
」
を
現
地
研
究
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
女
性
農
業
者
で

あ
る
デ
ュ
ラ
ン
ト
安
都
江
氏
、
井

垣
美
穂
氏
、
田
口
明
香
氏
の
３
経

営
を
見
学
し
ま
し
た
。

情
勢
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
基

づ
く
貸
借
や
市
民
農
園
の
開
設
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
土
交
通
省
都
市
計
画

課
の
一
言
太
郎
課
長
補
佐
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
の
経
緯

や
、
都
市
に
お
け
る
農
業
の
位
置

づ
け
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
改
正
生
産
緑
地
法
の
概
要
や

意
義
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

新
た
な
都
市
農
地
制
度
に
つ
い
て
研
究

農
業
委
員
会
農
地
部
会
長
研
究
集
会
開
く

瑞
穂
町
の
新
規
就
農
の
取
り
組
み
な
ど
を
研
究

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
開
く

東
大
和
市
の
認
定
農
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
研
究

農
業
委
員
会
経
営
関
係
部
会
長
研
究
集
会
開
く

農地部会長など約40人が参加し、
都市農地制度などを研究した

組織の活動について説明する東大
和市認定農業者協議会の岩田会長

自らの活動について説明す
る安彦委員（左）
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は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
近
郊
の
農
林
水

産
業
の
生
産
者
が
運
営
す
る
直
売

朝
市
。
市
街
地
の
博
物
館
前
広
場

を
市
か
ら
借
り
て
、
毎
週
土
曜
日

に
開
か
れ
ま
す
。　

　

40
店
舗
の
出
店
基
準
は
、
自
ら

生
産
し
た
地
元
産
の
品
物
か
、
伝

統
的
な
郷
土
料
理
で
あ
る
こ
と
。

広
場
は
市
民
や
観
光
客
で
大
盛
況
。

地
域
に
根
差
し
た
地
産
地
消
活
動

の
確
か
な
手
ご
た
え
で
す
。

地
域
を
愛
す
る
社
会
的
風
土

　

交
流
し
た
皆
様
が
、
活
動
内
容

や
ポ
リ
シ
ー
を
熱
く
活
き
活
き
と

笑
顔
一
杯
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
へ
の
貢
献
を
自
負
し
誇
り
に

し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。

　

街
中
は
、
デ
パ
ー
ト
か
ら
個
人

商
店
ま
で
地
元
産
の
新
鮮
野
菜
が

び
っ
し
り
。
地
域
を
愛
し
、
そ
の

土
地
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
を
大

事
に
す
る
北
イ
タ
リ
ア
の
社
会
的

風
土
が
、
市
民
の
求
め
る
豊
か
さ

の
根
底
で
、都
市
近
郊
農
業
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
ま
し
た
。

広
く
平
ら
な
農
地
の
中
に
あ
り
ま

す
。
同
じ
く
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は

妻
。「
自
分
の
料
理
に
は
自
分
の
農

場
が
必
要
だ
」
と
土
地
を
取
得
。

夫
妻
と
2
人
の
従
業
員
で
農
場
と

宿
泊
施
設
付
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

「
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

土
地
で
育
て
た
野
菜
だ
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
。
野
菜
に
価
値
を
付
加
し

て
届
け
る
の
が
料
理
の
役
目
。
食

材
そ
の
も
の
の
味
や
形
を
活
か
す

こ
と
を
日
本
料
理
か
ら
学
ん
だ
」

と
、
見
て
美
し
く
食
べ
て
美
味
し

い
創
作
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

８
・
５
ha
の
農
場
は
若
い
女
性
責
任

者
が
一
手
に
担
当
。
シ
ェ
フ
の
料

理
か
ら
逆
算
し
て
作
付
計
画
を
立

て
、
多
品
目
の
野
菜
と
小
麦
、
果

樹
等
を
有
機
栽
培
し
て
い
ま
す
。

出
荷
は
契
約
レ
ス
ト
ラ
ン
と
地
元

の
家
庭
向
け
箱
詰
め
直
販
で
す
。

　

土
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
在
来
種

の
栽
培
・
普
及
に
も
積
極
的
で
こ

の
農
園
の
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
が

伝
承
す
べ
き
希
少
農
産
物
に
認
定

さ
れ
、
地
名
を
冠
し
た
名
称
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
古
代
種
を
含
む

様
々
な
珍
し
い
ト
マ
ト
も
栽
培
し

て
い
ま
す
。

有
機
栽
培
生
産
者
と
消
費
者
の

連
携
組
合(

イ
タ
リ
ア
版
Ｃ
Ｓ
Ａ)

　

「
ア
ル
バ
イ
ア
」
は
、
生
産
者
と

消
費
者
が
連
携
し
て
農
業
を
支
援

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
会
員

数
４
５
０
名
。
47
㏊
の
専
用
農
場

（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
か
ら
賃
借
）
で
75

種
類
の
野
菜
や
穀
類
、
果
実
等
を

有
機
栽
培
し
て
い
ま
す
。
伝
統
農

法
や
在
来
種
栽
培
も
手
が
け
、
古

代
小
麦
は
パ
ン
に
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

「
目
的
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
民
が

食
べ
た
い
と
思
う
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の

新
鮮
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
地
域
の
消
費
者（
会
員
）

が
何
を
望
む
か
を
基
準
に
、
地
域

や
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
農
業

を
選
択
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

会
員
は
週
１
回
配
布
所
に
出
向

き
、
割
当
て
に
従
っ
て
生
産
物
を

自
分
で
量
っ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

計
量
や
包
装
の
資
材
も
手
間
も
不

要
。
７
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
研
修
生
に
加
え
、
会
員

も
農
作
業
等
に
参
画
。
地
域
の
仲

間
で
支
え
合
う
農
業
で
す
。

生
産
者
直
売
マ
ル
シ
ェ

「
メ
ル
カ
ー
ト
・
リ
ト
ロ
バ
ー
ト
」

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ（
眞

利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
10
月
23

日
～
10
月
29
日
の
日
程
で
イ
タ
リ

ア
農
業
事
情
視
察
を
実
施
し
、
会

長
以
下
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
は
、
国
土
が
日
本
の

８
割
、
人
口
は
ほ
ぼ
半
分
。
平
野

の
少
な
い
国
で
す
が
、
丘
陵
地
や

山
岳
地
も
農
用
地
と
し
て
利
用
さ

れ
、
国
土
の
45
％
が
農
用
地
。EU

の
主
要
農
業
国
で
あ
り
、
生
産
額

は
仏
・
独
に
次
ぐ
第
３
位
で
す
。

　

今
回
訪
ね
た
の
は
、
北
イ
タ
リ

ア
の
国
際
都
市
ミ
ラ
ノ
と
美
食
の

街
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
。
２
つ
の
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
モ
と
、
生
産
者
と
消
費

者
の
連
携
組
合
、
生
産
者
直
売
マ

ル
シ
ェ
、
提
携
農
園
を
持
つ
レ
ス

ト
ラ
ン
を
視
察
し
、
都
市
近
郊
の

農
業
経
営
者
等
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

見
学
や
市
街
地
散
策
等
も
行
い
、

食
文
化
や
食
・
農
事
情
を
研
究
し

ま
し
た
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ(

農
家
民
宿)

　

「
カ
・
イ
ソ
ッ
タ
」
は
、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
市
街
か
ら
約
30
㎞
、
中
山
間

地
の
遊
歩
道
を
登
っ
た
眺
望
の
美

し
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。

　

空
家
で
荒
廃
し
て
い
た
ブ
ド
ウ

農
家
を
買
取
っ
て
開
設
。
ブ
ド
ウ

畑
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

宿
泊
施
設
に
、
野
菜
や
果
樹
、
家

畜
の
飼
育
ま
で
を
一
家
５
人
で
行

う
家
族
経
営
の
農
家
民
宿
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
一
家
の
妻
。

彼
女
の
こ
だ
わ
り
は
、
来
訪
者
に

「
地
域
の
食
材
で
作
っ
た
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
な
ら
で
は
の
『
マ
マ
ン
の
味

（
伝
統
料
理
）』
と
自
家
製
ワ
イ
ン

を
提
供
す
る
こ
と
」
そ
し
て
「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
豊
か
な
食
事

を
満
喫
し
て
も
ら
う
こ
と
」
で
す
。

　

宿
泊
棟（
１
日
12
名
宿
泊
可
）は
、

３
月
～
９
月
は
満
室
。
教
育
農
場

の
認
定
を
受
け
、
食
文
化
や
農
業

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
地
元
の
児

童
が
毎
日
や
っ
て
来
る
そ
う
で
、

飼
育
し
て
い
る
小
動
物
の
多
さ
は

驚
き
で
す
。

　

２
か
所
目
の
「
ポ
デ
レ
・
サ
ン

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
中
心
市
街

地
か
ら
６
㎞
、
打
っ
て
変
わ
っ
て

地
域
に
こ
だ
わ
り
食
の
伝
統
文
化
を
大
事
に
す
る

北
イ
タ
リ
ア
の
農
業
者
と
交
流 

　

 

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

カ・イソッタのブドウ畑。遠景の斜面
もブドウ

農園責任者アウローラ氏の案内で見学

個人商店の店先。地元産の新鮮野菜が
並ぶ
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12
月
～
１
月
の
日
程

12
・
19 

㈬ 

農
委
・
推
進
研
究

１
・
11 

㈮ 

区
内
農
委
検
討
会

１
・
15 

㈫ 

改
正
基
盤
説
明
会

１
・
16 

㈬ 

島
し
ょ
検
討
会

１
・
17 

㈭ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
18 

㈮ 

西
農
委
検
討
会

１
・
21 

㈪ 

南
農
委
検
討
会

１
・
23 

㈬ 

北
北
農
委
検
討
会

１
・
25 

㈮ 

北
南
農
委
検
討
会

１
・
28 

㈪ 

北
西
農
委
検
討
会

　

東
京
都
島
し
ょ
農
業
委
員
会
協

議
会
（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）

で
は
、
ふ
る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く

り
塾
と
共
催
で
、
11
月
14
日
～
15

日
に
静
岡
県
で
現
地
研
究
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

浜
松
市
で
は
、
新
規
参
入
し
遊

休
農
地
を
利
活
用
し
て
６
次
化
に

取
り
組
む
「
う
な
ぎ
い
も
協
同
組

合
」
を
見
学
し
、
伊
豆
の
国
市
で

は
、
農
委
会
な
ど
か
ら
新
規
就
農

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
新
規
就

農
者
を
育
成
す
る
鈴
木
幸
雄
さ
ん

の
施
設
栽
培
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
～
５
日
に
、
西
多
摩

地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
（
上
野

勝
会
長
＝
瑞
穂
町
）
は
、
ふ
る
さ

と
東
京
む
ら
づ
く
り
塾
と
共
催

10
月
16
日
に
現
地
視
察
を
開
き
、

小
田
原
市
の
農
業
施
策
や
農
委
会

活
動
、
神
奈
川
県
内
の
農
業
経
営

な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

小
田
原
市
は
特
区
に
よ
り
企
業

の
農
業
参
入
に
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
現
在
の
新
規
就
農
者
を
含
め

た
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
に
つ
い

て
同
市
の
関
野
弘
行
農
委
会
長
よ

り
、
農
業
施
策
な
ど
に
つ
い
て
は

担
当
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
、
同
市
内
の
農
地
や
直
売
所

の
状
況
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

南
多
摩
地
区
農
委
会
協
議
会

（
吉
川
庄
衞
会
長
＝
町
田
市
）
は

で
、
長
野
県
飯
田
市
を
訪
れ
、
視

察
研
究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
同
市
小
野
子
集
落
で

「
小
野
子
支
援
隊
」
の
活
動
や
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
取
組
な
ど
、

過
疎
化
高
齢
化
の
進
む
集
落
で
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し

た
。
翌
日
は
「
小
池
手
造
り
農
産

加
工
所
」
で
、
加
工
所
の
概
要
や

経
営
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。

静
岡
県
の
新
規
就
農
の
取
り
組
み
な
ど
を
研
究

東
京
都
島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

長
野
県
飯
田
市
で
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
研
究

西
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

小
田
原
市
で
先
進
的
な
取
り
組
み
や
経
営
を
現
地
研
究

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会

うなぎいも協同組合伊藤理事長の
話を聞く参加者

小田市農業委員会の関野弘行会長より農
委会の取り組みについて説明を受ける

飯田市小野子集落でクラインガルテンの
取組などを研究した

　

10
月
26
日
～
28
日
に
か
け
て
小

笠
原
村
父
島
・
母
島
に
、
東
京
都

農
業
会
議
お
よ
び
ノ
ー
サ
イ
東
京

の
職
員
が
訪
問
し
、
講
習
会
な
ど

を
開
き
ま
し
た
。

　

「
農
地
法
等
の
一
部
改
正
」
に

つ
い
て
都
農
業
会
議
職
員
が
講
演

し
、
農
作
物
栽
培
高
度
化
施
設
の

底
面
と
す
る
農
地
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
で
覆
う
場
合
の
考
え
方(

農

地
法
改
正)

や
、
農
振
地
域
で
の

所
有
者
不
明
農
地
を
中
間
管
理
事

業
で
貸
借
を
行
う
手
続
き
の
改
正

(

基
盤
強
化
法)

な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

農
地
法
の
適
用
外
の
小
笠
原
の
農

地
を
貸
借
で
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
な
ど
の
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
の
雇
用
や

農
業
者
年
金
な
ど
農
業
会
議
が
実

施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
も
解

説
し
ま
し
た
。

　

ノ
ー
サ
イ
東
京
か
ら
は
「
収
入

保
険
」
の
話
を
中
心
に
講
習
を
行

い
ま
し
た
。
併
せ
て
都
農
業
会
議

職
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な

り
「
小
笠
原
の
農
業
を
元
気
に
す

る
ア
イ
デ
ィ
ア
」を
テ
ー
マ
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
笠
原
村
で
農
地
法
等
の

一
部
改
正
な
ど
に
つ
い
て
説
明父島での講習会の様子

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ

ト
が
山
形
県
で
開
か
れ
る

　

第
21
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
や
ま
が
た(

主
催
＝
同

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
、
全
国
農

業
会
議
所)

が
11
月
８
日
～
９
日

に
山
形
市
の
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
全
国
優
良
経
営
体

表
彰
式
で
は
、
販
売
革
新
部
門
で

全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
八
丈
町
の

伊
勢
﨑
武
二
さ
ん
ほ
か
55
経
営
体

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全国優良経営体表彰で表彰を
受けた八丈町の伊勢﨑武二さ
ん・正恵さん




